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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質合成を触媒する細胞小器官であるリボソームは、小さな40Sサブユニットと大きな60Sサブユニットから構成されています。これらのサブユニットは、4種類のRNAと約80種類の構造的に異なるタンパク質で構成されています。この遺伝子は、60Sサブユニットを構成するリボソームタンパク質L18AEファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、C型肝炎ウイルスのIRES（インターナルリボソームエントリーサイト）と相互作用することで、ウイルス複製に関与している可能性があります。この遺伝子は、第3イントロンに位置するU68 snoRNAと共転写されます。リボソームタンパク質をコードする遺伝子に典型的に見られるように、この遺伝子の複数の偽遺伝子がゲノム全体に散在しています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	NIH3T3(1)、HEK293(2)、HL60(3)、Jurka(4)、Raji(5)、MOLT4(6)、およびHeLa(7)細胞溶解物に対するRPL18AマウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	RPL18AマウスmAb（緑）を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。
	

	RPL18A マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HEK293 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	RPL18A マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋腎臓組織の免疫組織化学分析。

